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平成3 0 年2 月3 日(土) チケ ッ ト発売開始
利府町公民館(十符の里プラザ) ホワイト急便 青葉台店

メ イ ク

振 り 付 け

制 作

協 力

顧 問

責 藤 しのぶ

佐々木 秀 樹

赤 間 長 悦

横 井 勤

眞 山 智 子

株式会社 佐浦

佐 藤 建 業

杉 内 浩 幸

●あらすじ

2 0 4 1 年 3 月 ｡

近代的な ヨ ッ ト ハ ー バ ー に 生まれ変わ っ た ､ 浜 田港 の洞窟遺跡の岩窟に ､

一

人 の痩せ こけた女が住ん で い ました ｡ 物乞 い をして歩くそ の女 こそ ､

2 0 年前 ､ こ こ利府町にお い て唯 一

の 津波犠牲者とな っ た ､ 少女 の 母親で

あ っ た の です｡ ( 注 : 物語上)

震災の 日､ 福島原発と女川原発の中程にある､ 松島湾に突き出した自然

の桟橋､ 馬の 背で ､ 恐ろ し い力が目覚め ようと して い ました｡ そ こ に偶然

居合わせた母子､ そ して神世の時代か ら利府の資源を守 っ てきた個性あふ

れる 5 人の戦隊ヒ
ー

ロ
ー

達 ｡

松 の たてがみを潮風になびかせ ､ 悠久の時を経て､ 寄り添う親子 の属の

背｡ 利府町赤沼浜田地区を舞台に､ 旧跡を辿りながら ､
5 人 の資源 エ ネル

ギ
ー

の 神々 とそ の仲間達が､ あの世と この世､ 過去に未来に駆け巡り､ 少

女を助けようと奔走する ､ 涙あり笑い ありの お芝居です｡




